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特別損失の発生及び平成２０年３月期中間期並びに通期の業績予想 

の修正に関するお知らせ 
 

 平成２０年３月期中間期（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）において計上することにな

りました特別損失についてお知らせするとともに、平成１９年５月１８日付当社｢平成１９年３月期 

決算短信」において発表いたしました平成２０年３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

の中間期業績予想及び通期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

 

１．特別損失の計上について 

 当社が所有する固定資産等について減損の測定を行いました結果、共用資産・売却予定事業所の減損

損失として１億９２百万円、また当社が所有する投資有価証券の評価損として２７百万円、固定資産除

却損として２百万円、合計２億２２百万円の特別損失を計上する見込みであります。 

 

 

２．平成２０年３月期中間期業績予想の修正について 

① 連結中間業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回予想（Ａ） 4,127  18  20   3  

今回予想（Ｂ） 3,826  △    20  △    25   △    243  

増減額（Ｂ－Ａ） △    301  △    38  △    45   △    246  

増減率 △    7.3％ －  －   －  

 

 

② 個別中間業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回予想（Ａ） 3,889  2  9   3  

今回予想（Ｂ） 3,544  △    39  △    33   △    254  

増減額（Ｂ－Ａ） △    345  △    41  △    42   △    257  

増減率 △    8.9％ －  －   －  

 

 

 



 

 

 

３．平成２０年３月期通期業績予想の修正について 

① 連結通期業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 8,387  61  60   26  

今回予想（Ｂ） 8,040  30  30   △    236  

増減額（Ｂ－Ａ） △    347  △    31  △    30   △    262  

増減率 △    4.1％   △  50.8％ △  50.0％ －  

 

 

② 個別通期業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 7,922  31  38   27  

今回予想（Ｂ） 7,500  5  7   △    255  

増減額（Ｂ－Ａ） △    422  △    26  △    31   △    282  

増減率 △    5.3％   △  83.9％ △  81.6％ －  

 

４．修正の理由 

 (１) 個別の修正理由 

① 中間期は、売上高３８億８９百万円、営業利益２百万円、経常利益９百万円及び中間純利益

３百万円を計画しておりましたが、少子高齢化や家庭内食の減少による食料品需要の減少、

個人消費の回復の遅れにより、商品の品目別では「栄養補助食品」及び「調味料」において

前中間期の売上高を大幅に下回り、その結果売上高は３５億４４百万円になる見込みです。

なお、通期の売上高は７９億２２百万円を計画しておりましたが、７５億円を見込んでおり

ます。 
 
② 中間期の営業利益は、販売費及び一般管理費が予想以上削減しましたが、売上高減少による

売上総利益の減少が大きいため、営業損失は３９百万円になる見込みです。なお、通期の営

業利益は３１百万円を計画しておりましたが、営業利益５百万円を見込んでおります。 

 

③ 中間期の経常利益は、営業外損益の差額（営業外収益から営業外費用を引いた金額）が６百

万円とほぼ予想どおりになるため、経常損失は３３百万円になる見込みです。なお、通期の

経常利益は３８百万円を計画しておりましたが、経常利益７百万円を見込んでおります。 
 

④ 中間純損益に関しましては、減損損失等の特別損失が２億２２百万円見込まれるため、中間

純損益は２億５４百万円の損失になる見込みです。なお、通期は２７百万円の当期純利益を

計画しておりましたが、中間純損失の金額が大きいことと、下期において固定資産売却損の

発生も考えられるため、当期純損失２億５５百万円を見込んでおります。 
 

 (２) 連結の修正理由 

    子会社の業績は、ほぼ予想どおりで変更はありませんが、個別決算の業績予想の修正に伴い、

連結の業績予想を修正いたします。 
 

以  上 


